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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リングバックトーン代替音サービスを提供する方法であって、
　（ａ）発信移動通信交換局が発信端末機から音声通話のための発信の要請を受けるステ
ップと、
　（ｂ）前記発信移動通信交換局から前記発信端末機にリングバックトーン区間の開始を
知らせる制御メッセージであるリングバックトーン開始メッセージを送信し、前記発信端
末機が、前記リングバックトーン開始メッセージを受信すると、既格納されたリングバッ
クトーン代替音音源を検索できる場合には、オーディオコーデックを活性化し、前記リン
グバックトーン代替音音源を検索して選択した後、選択された前記リングバックトーン代
替音音源を前記オーディオコーデックを用いてデコーディングし再生するステップと、
　（ｃ）着信移動通信交換局が着信端末機をページングするステップと、
　（ｄ）前記着信移動通信交換局が前記着信端末機からページングに対する応答を受信す
る場合には、前記発信移動通信交換局から前記発信端末機に前記リングバックトーン区間
の終了を知らせる制御メッセージであるリングバックトーン中断メッセージを送信し、前
記発信端末機が、前記リングバックトーン中断メッセージを受信すると、音声コーデック
を活性化し、前記音声コーデックを用いて音声通話のための音をデコーディングし再生し
て、前記発信端末機と前記着信端末機との間の前記音声通話を連結するステップと、
　（ｅ）前記着信移動通信交換局が前記着信端末機から前記ページングに対する応答を受
信しない場合には、前記発信移動通信交換局から前記発信端末機に前記リングバックトー
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ン中断メッセージを送信すると共に、前記発信端末機に未応答メッセージを送信し、前記
発信端末機が、前記リングバックトーン中断メッセージを受信すると、音声コーデックを
活性化し、前記音声コーデックを用いて前記未応答メッセージをデコーディングし再生す
るステップと、
を含み、
　前記発信端末機が、前記リングバックトーン開始メッセージを受信した後、前記リング
バックトーン代替音音源を検索できない場合には、移動通信網から受信した信号を前記音
声コーデックで処理することを特徴とするリングバックトーン代替音サービス提供方法。
【請求項２】
　前記ステップ（ｅ）は、
　（ｅ１）前記着信移動通信交換局が前記着信端末機から前記ページングに対する応答を
受信しない場合は、前記着信移動通信交換局が既設定された待機時間を超過したか否かを
確認することと、
　（ｅ２）前記ステップ（ｅ１）の確認の結果、前記待機時間を超過した場合は、前記発
信移動通信交換局から前記発信端末機に前記リングバックトーン中断メッセージを送信す
ると共に、前記発信移動通信交換局から前記発信端末機に前記未応答メッセージを送信す
ることと、
を含むことを特徴とする請求項１に記載のリングバックトーン代替音サービス提供方法。
【請求項３】
　着信端末機に音声通話を要請する発信端末機にリングバックトーン代替音サービスを提
供するシステムであって、
　前記発信端末機から前記音声通話のための発信の要請を受けて、前記発信端末機が予め
記憶されたリングバックトーン代替音源を再生することができるように、前記発信端末機
にリングバックトーン区間の開始を知らせるリングバックトーン開始メッセージを送信し
、着信移動通信交換局と呼設定が完了したり、ボイスメッセージサービス（Voice Messag
e Service；以下、‘ＶＭＳ’と称する）に対する通報を受信すると、前記発信端末機に
前記リングバックトーン区間の終了を知らせるリングバックトーン中断メッセージを送信
する発信移動通信交換局と、
　前記発信移動通信交換局から前記呼設定の要請を受けて前記着信端末機をページングし
、前記着信端末機からページングに対する応答を受信すると、前記発信移動通信交換局と
前記呼設定を完了し、前記着信端末機から前記ページングに対する応答を受信しない場合
、前記ＶＭＳを要請し、前記発信移動通信交換局に前記ＶＭＳを通報する前記着信移動通
信交換局と、
　前記着信移動通信交換局から前記ＶＭＳの要請を受けて、前記着信移動通信交換局及び
前記発信移動通信交換局を用いて前記発信端末機に未応答メッセージを送信するＶＭＳサ
ーバと、
を含み、
　前記発信端末機は、前記リングバックトーン開始メッセージを受信すると、既格納され
たリングバックトーン代替音音源を検索できる場合には、前記リングバックトーン代替音
音源を検索して選択した後、選択された前記リングバックトーン代替音音源をオーディオ
コーデックを用いて再生し、前記リングバックトーン中断メッセージを受信すると、音声
コーデックを用いて音声通話のための音及び未応答メッセージを再生するように構成され
ており、
　さらに、前記発信端末機は、前記リングバックトーン開始メッセージを受信した後、前
記リングバックトーン代替音音源を検索できない場合には、移動通信網から受信した信号
を前記音声コーデックで処理することを特徴とするリングバックトーン代替音サービス提
供システム。
【請求項４】
　前記着信移動通信交換局は、前記ページングに対する応答を受信しない場合、既設定さ
れた待機時間を超過したか否かを確認して、前記待機時間を超過した場合のみに前記ＶＭ
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Ｓを要請することを特徴とする請求項３に記載のリングバックトーン代替音サービス提供
システム。
【請求項５】
　リングバックトーンサービスの遂行の可否及び前記ＶＭＳの遂行の可否の要請を受ける
と、判断して応答するサービス制御ポイント（Service Control Point；以下、‘ＳＣＰ
’と称する）と、
　サービストリガーの通報を受けると、前記ＳＣＰにサービスを要求し、応答を受けて、
リングバックトーンサービス指示子及びＶＭＳ指示子を伝達するサービススイッチングポ
イント（Service Switching Point；以下、‘ＳＳＰ’と称する）とをさらに含み、
　前記発信移動通信交換局は、前記発信端末機から前記音声通話のための発信の要請を受
けて前記着信移動通信交換局に呼設定を要請し、前記着信移動通信交換局から前記リング
バックトーンサービス指示子を受信すると、前記発信端末機に前記リングバックトーン区
間の開始を知らせるリングバックトーン開始メッセージを送信し、前記着信移動通信交換
局と呼設定を完了したり、前記着信移動通信交換局から前記ＶＭＳ指示子を受信すると、
前記発信端末機に前記リングバックトーン区間の終了を知らせるリングバックトーン中断
メッセージを送信し、
　前記着信移動通信交換局は、前記発信移動通信交換局から前記呼設定の要請を受けると
、前記ＳＳＰに前記サービストリガーを通報して、前記リングバックトーンサービス指示
子を受信すると、前記発信移動通信交換局に伝達し、前記着信端末機をページングし、前
記ＳＳＰに前記サービストリガーを通報して、前記ＶＭＳ指示子を受信し、前記発信移動
通信交換局に伝達し、前記着信端末機から前記ページングに対する応答を受信しない場合
には、前記ＶＭＳを要請することを特徴とする請求項３に記載のリングバックトーン代替
音サービス提供システム。
【請求項６】
　ＲＦ信号を送受信するアンテナ、前記アンテナを用いて移動通信網との移動通信を遂行
する移動通信処理部、及び音声または音源を出力するスピーカを含み、前記音声または前
記音源を再生する移動通信端末機であって、
　多数個のリングバックトーン代替音音源を格納するメモリと、
　オーディオコーデックを備えて前記リングバックトーン代替音音源を前記オーディオコ
ーデックでデコーディングし再生するオーディオコーデック部と、
　音声コーデックを備えて前記音声を前記音声コーデックでデコーディングし再生する音
声コーデック部と、
　前記移動通信網に着信端末機と音声通話のために発信した後、前記移動通信網からリン
グバックトーン区間の開始を知らせるリングバックトーン開始メッセージを受信すると、
前記オーディオコーデック部をして前記オーディオコーデックを活性化するように制御し
、前記メモリに既格納された前記リングバックトーン代替音音源を検索できる場合には、
前記リングバックトーン代替音音源を検索して選択した後、選択された前記リングバック
トーン代替音音源を前記オーディオコーデックを用いてデコーディングし再生し、前記移
動通信網から前記リングバックトーン区間の終了を知らせるリングバックトーン中断メッ
セージを受信すると、前記音声コーデック部をして前記音声コーデックを活性化するよう
に制御し、前記移動通信網から受信する音声または未応答メッセージを前記音声コーデッ
クを用いてデコーディングし再生する制御部と、
を含み、
　前記制御部は、前記リングバックトーン開始メッセージを受信した後、前記リングバッ
クトーン代替音音源を検索できない場合には、前記移動通信網から受信した信号を前記音
声コーデックで処理することを特徴とするリングバックトーン代替音を再生する移動通信
端末機。
【請求項７】
　前記制御部は、前記多数個のリングバックトーン代替音音源のうちの１つを選択して、
前記オーディオコーデック部へ伝達する、又は、予め設定されたリングバックトーン代替
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音源を前記オーディオコーデック部へ伝達するように構成されていることを特徴とする請
求項６に記載のリングバックトーン代替音を再生する移動通信端末機。
【請求項８】
　アンテナ、移動通信処理部、スピーカ、メモリ、オーディオコーデック部、音声コーデ
ック部、及び制御部を含む移動通信端末機において、移動通信網から受信する音声または
音源を再生する方法であって、
　（ａ）前記移動通信網に発信し、音声コーデックを活性化して、前記移動通信網から受
信した信号を前記音声コーデックで処理するステップと、
　（ｂ）前記移動通信網からリングバックトーン区間の開始を知らせるリングバックトー
ン開始メッセージを受信すると、既格納されたリングバックトーン代替音音源が検索され
るか否かを確認するステップと、
　（ｃ）前記ステップ（ｂ）の確認の結果、前記リングバックトーン代替音音源が検索さ
れる場合に、前記リングバックトーン代替音音源を検索して選択し、オーディオコーデッ
クを活性化して、選択された前記リングバックトーン代替音音源をオーディオコーデック
でデコーディングして再生するステップと、
　（ｄ）前記移動通信網から前記リングバックトーン区間の終了を知らせるリングバック
トーン中断メッセージを受信すると、前記音声コーデックを活性化し、前記移動通信網か
ら受信した信号を前記音声コーデックで処理するステップと、
を含み、
　前記ステップ（ｂ）の確認の結果、前記リングバックトーン代替音音源を検索できない
場合には、前記移動通信網から受信した信号を前記音声コーデックで処理することを特徴
とするリングバックトーン代替音再生方法。
【請求項９】
　前記音源は音源ダウンロードサーバからダウンロードされ、
　前記制御部は、前記音源を前記リングバックトーン代替音として再生できない場合には
、音源変換部をして前記音源を前記リングバックトーン代替音音源に変換するように制御
した後、前記音源を前記リングバックトーン代替音音源に設定することを特徴とする請求
項６に記載のリングバックトーン代替音を再生する移動通信端末機。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記音源の使用権を認証して、認証に成功した場合のみに前記音源を前
記リングバックトーン代替音音源に設定することを特徴とする請求項９に記載のリングバ
ックトーン代替音を再生する移動通信端末機。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記音源を前記リングバックトーン代替音音源を設定すると、前記音源
にフラグを付加して、前記リングバックトーン代替音音源であることを表示し、前記音源
を前記リングバックトーン代替音音源として再生する場合、前記メモリで格納された前記
音源の前記フラグを確認して、前記メモリに前記リングバックトーン代替音音源があるか
否かを検索することを特徴とする請求項９に記載のリングバックトーン代替音を再生する
移動通信端末機。
【請求項１２】
　前記制御部は、移動通信加入者により既設定された情報を用いて周期的に前記音源ダウ
ンロードサーバに接続して前記音源をダウンロードすることを特徴とする請求項９に記載
のリングバックトーン代替音を再生する移動通信端末機。
【請求項１３】
　前記制御部は、前記音源ダウンロードサーバから前記音源の種類または前記音源のジャ
ンル別にパッケージ化した音源パッケージの形態で前記音源をダウンロードすることを特
徴とする請求項９に記載のリングバックトーン代替音を再生する移動通信端末機。
【請求項１４】
　音源が音源ダウンロードサーバからダウンロードされ、
　前記音源がリングバックトーン代替音として再生できず、当該音源がリングバックトー
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ン代替音に設定されたときに、前記音源をリングバックトーン代替音に変換することをさ
らに含んでいることを特徴とする請求項８に記載のリングバックトーン代替音再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リングバックトーン代替音サービス提供方法、システム及びそのための移動
通信端末機に関し、より詳しくは、移動通信網の変更を最小化し、かつ無線チャネルの環
境に影響を受けない高品質のリングバックトーン代替音サービスを提供するために、移動
通信網で着信端末機の未応答の可否及び着信番号の誤りの可否などを判断して、リングバ
ックトーン区間の開始とリングバックトーン区間の終了を区分して、制御メッセージを発
信端末機に送信することで、移動通信端末機で予めリングバックトーン代替音の音源をダ
ウンロードして格納し、音声コーデックとオーディオコーデックを共に備えて、移動通信
網から受信する制御メッセージに従い音声コーデックとオーディオコーデックを選択的に
活性化することによって、リングバックトーン区間では既格納されたリングバックトーン
音源をオーディオコーデックを用いてデコーディングし再生し、リングバックトーン区間
が終了されると、音声コーデックを用いて音声通話またはボイスメッセージサービスの提
供を受けることができるようにする方法、システム、及びそのための移動通信端末機に関
する。
【０００２】
　また、本発明は、音源変換を用いるリングバックトーン代替音サービス提供のための方
法及び移動通信端末機に関し、より詳しくは、音源をダウンロードして格納し、格納した
音源をリングバックトーン代替音に使用できるように変換し、リングバックトーン代替音
に再生する音源であることを表示してメモリに格納し、移動通信網から受信する制御メッ
セージに従い端末に格納された音源をリングバックトーン代替音音源に再生するための移
動通信端末機及び方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　コンピュータ、電子、通信技術が飛躍的に発展するにつれて、無線通信網を用いる多様
な無線通信サービスが提供されている。最も基本的な無線通信サービスは、時間と場所に
拘わらず、移動通信端末機を使用する移動通信加入者の間で無線で音声通話を遂行するよ
うにする音声通話サービスである。延いては、最近は場所の制約無しで移動通信加入者が
移動中に無線通信網を用いてデータ通信を遂行するようにする無線データサービスが台頭
した。
【０００４】
　したがって、移動通信加入者は、音声通話サービスを用いて、何時何処でも自由に移動
しながら相対方と音声通話を遂行できるだけでなく、無線データサービスを用いて生活に
必要な多様な情報、例えば、ニュース、天気、スポーツ、証券、為替レート、交通情報な
どを、文字、音声、イメージなどの多様な形態で、移動しながらも提供を受けることがで
きる。
【０００５】
　一方、最近は着信者または発信者が指定した多様な音楽、音声などを着信者に電話をか
けた発信者の移動通信端末機に待機音、即ち、リングバックトーンで聞かせる、いわゆる
リングバックトーン代替音サービスが開発されて移動通信加入者に脚光を浴びている。こ
のようなリングバックトーン代替音サービスは、着信者または発信者が指定した代替音を
発信者の移動通信端末機に提供するサービスであって、通常的に通話を連結する時に発生
する機械的な待機音、例えば、“リーンと”のような単純な音の代わりに、最新歌謡やポ
ップソングなどは勿論、鳥の鳴き声、 水音など、予め録音して置いた着信者または発信
者の声までもリングバックトーン代替音として使用できるサービスである。このようなリ
ングバックトーン代替音サービスが提供されるにつれて、発信者は画一的で、かつ機械的
なリングバックトーンを聴取する代わりに、多様な音源の音を聴取することによって、聴
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覚的な満足感を感じることができる。
【０００６】
　図１は、通常的なリングバックトーン代替音サービス提供方法を説明するためのフロー
チャートである。
【０００７】
　発信者が使用する発信端末機１１０が発信すると（Ｓ１０２）、移動通信網の発信交換
機１２０から着信交換機１３０に発信が要請されたことを知らせて（Ｓ１０４）、着信交
換機１３０は着信端末機１４０をページングし（Ｓ１０６）、音源提供装置１５０にリン
グバックトーン代替音サービスを要請する（Ｓ１５０）。
【０００８】
　音源提供装置１５０は、着信端末機１４０を使用する着信者のリングバックトーン代替
音音源を検索して（Ｓ１１０）、該当リングバックトーン代替音音源を着信交換機１３０
と発信交換機１２０を経て発信端末機１１０へ送信し（Ｓ１１２）、発信端末機１１０は
リングバックトーン代替音音源を具備した音声コーデックに再生する（Ｓ１１４）。
【０００９】
　一方、着信交換機１３０は、着信端末機１４０からページングに対する応答があれば（
Ｓ１１６）、発信交換機１２０に着信したことを知らせて（Ｓ１１８）、発信交換機１２
０は、発信端末機１１０に着信応答があることを知らせて（Ｓ１２０）、以後、発信端末
機１１０と着信端末機１４０は相互間に音声通話を遂行する（Ｓ１２４）。
【００１０】
　このような通常的なリングバックトーン代替音サービスによると、発信端末機１１０は
、音声コーデックでエンコーディングされたリングバックトーン代替音音源を音声コーデ
ックでデコーディングして再生するようになるが、最近のリングバックトーン代替音音源
は、電子通信技術の発達により、歌謡、応援歌など、高音質の音源の場合が大部分である
にも拘わらず、音声コーデックでエンコーディングされ、またデコーディングされるため
、発信者が聴取する音質は非常によくない。
【００１１】
　このような音声コーデックを用いるリングバックトーン代替音サービスの問題点を克服
するために、最近は移動通信網でオーディオコーデックを用いてリングバックトーン代替
音音源を発信端末機１１０に提供し、発信端末機１１０ではオーディオコーデックと音声
コーデックを全て備えてリングバックトーン代替音音源はオーディオコーデックでデコー
ディングして再生する技術が開発された。
【００１２】
　しかしながら、このようなオーディオコーデックを用いるリングバックトーン代替音サ
ービスもリングバックトーン代替音音源が移動通信網から音声チャネルを介して発信端末
機１１０に提供されるため、音声コーデックを用いたリングバックトーン代替音サービス
より音質は良くなったが、音声チャネル上の帯域幅の制限や音声チャネルを介したリアル
タイムデータ通信の誤りなどにより品質の低下が不可避である。
【００１３】
　即ち、通常的に同期式移動通信網では約８ｋｂｐｓの転送率を持つ音声チャネルを使用
し、非同期式移動通信網では１２．２ｋｂｐｓの転送率を持つ音声チャネルを使用するが
、このような転送率を持つ音声チャネルは、最近のＣＤ音質水準の音源データをリアルタ
イムに転送するには足りないのである。また、データチャネルを用いて音声通話サービス
を提供するＶｏＩＰ（Voice over Internet Protocol）システムでもリングバックトーン
代替音サービスのような音声データサービスのためには多くの帯域幅を割り当てらない。
実際に、ＶｏＩＰシステムに使われるＧ．７２９コーデックの場合には、８ｋｂｐｓまた
は６．４ｋｂｐｓのデータ転送率をサポートする。したがって、小さな帯域幅が割り当て
られる音声チャネルの限界によって、リングバックトーン代替音音源を移動通信網から発
信端末機１１０に伝達するリングバックトーン代替音サービスとしては高品質のリングバ
ックトーン代替音サービスを提供できないという問題点がある。
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　このような問題点を解決するために、本発明は、移動通信網の変更を最小化し、かつ無
線チャネルの環境に影響を受けない高品質のリングバックトーン代替音サービスを提供す
るために、移動通信網で着信端末機の未応答の可否及び着信番号の誤りの可否などを判断
して、リングバックトーン区間の開始とリングバックトーン区間の終了を区分して、制御
メッセージを発信端末機に送信することで、移動通信端末機で予めリングバックトーン代
替音の音源をダウンロードして格納し、音声コーデックとオーディオコーデックを共に備
えて、移動通信網から受信する制御メッセージに従い音声コーデックとオーディオコーデ
ックを選択的に活性化することによって、リングバックトーン区間では既格納されたリン
グバックトーン音源をオーディオコーデックを用いてデコーディングし再生し、リングバ
ックトーン区間が終了されると、音声コーデックを用いて音声通話またはボイスメッセー
ジサービスの提供を受けることができるようにする方法、システム、及びそのための移動
通信端末機を提供することをその目的とする。
【００１５】
　また本発明の他の目的は、音源をダウンロードして格納し、格納した音源をリングバッ
クトーン代替音に使用できるように変換し、リングバックトーン代替音に再生する音源で
あることを表示してメモリに格納し、移動通信網から受信する制御メッセージに従い端末
に格納された音源をリングバックトーン代替音音源に再生するための移動通信端末機及び
方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　このような目的を達成するために、本発明は、リングバックトーン代替音サービスを提
供する方法であって、（ａ）発信移動通信交換局が発信端末機から音声通話のための発信
の要請を受けるステップと、（ｂ）発信移動通信交換局から発信端末機にリングバックト
ーン区間の開始を知らせる制御メッセージであるリングバックトーン開始メッセージを送
信し、発信端末機が、リングバックトーン開始メッセージを受信すると、既格納されたリ
ングバックトーン代替音音源を検索できる場合には、オーディオコーデックを活性化し、
リングバックトーン代替音音源を検索して選択した後、選択されたリングバックトーン代
替音音源をオーディオコーデックを用いてデコーディングし再生するステップと、（ｃ）
着信移動通信交換局が着信端末機をページングするステップと、（ｄ）着信移動通信交換
局が着信端末機からページングに対する応答を受信する場合には、発信移動通信交換局か
ら発信端末機にリングバックトーン区間の終了を知らせる制御メッセージであるリングバ
ックトーン中断メッセージを送信し、発信端末機が、リングバックトーン中断メッセージ
を受信すると、音声コーデックを活性化し、音声コーデックを用いて音声通話のための音
をデコーディングし再生して、発信端末機と前記着信端末機との間の前記音声通話を連結
するステップと、（ｅ）着信移動通信交換局が着信端末機から前記ページングに対する応
答を受信しない場合には、発信移動通信交換局から発信端末機に前記リングバックトーン
中断メッセージを送信すると共に、発信端末機に未応答メッセージを送信し、発信端末機
が、リングバックトーン中断メッセージを受信すると、音声コーデックを活性化し、音声
コーデックを用いて未応答メッセージをデコーディングし再生するステップと、を含み、
発信端末機が、リングバックトーン開始メッセージを受信した後、リングバックトーン代
替音音源を検索できない場合には、移動通信網から受信した信号を音声コーデックで処理
することを特徴とするリングバックトーン代替音サービス提供方法を提供する。 
【００１７】
　また、本発明の他の目的によると、着信端末機に音声通話を要請する発信端末機にリン
グバックトーン代替音サービスを提供するシステムであって、発信端末機から音声通話の
ための発信の要請を受けて、前記発信端末機が予め記憶されたリングバックトーン代替音
源を再生することができるように、発信端末機にリングバックトーン区間の開始を知らせ
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るリングバックトーン開始メッセージを送信し、着信移動通信交換局と呼設定が完了する
か、ボイスメッセージサービス（Voice Message Service；以下、‘ＶＭＳ’と称する）
に対する通報を受信すると、発信端末機にリングバックトーン区間の終了を知らせるリン
グバックトーン中断メッセージを送信する発信移動通信交換局と、発信移動通信交換局か
ら呼設定の要請を受けて着信端末機をページングし、着信端末機からページングに対する
応答を受信すると、発信移動通信交換局と呼設定を完了し、着信端末機からページングに
対する応答を受信しない場合、ＶＭＳを要請し、発信移動通信交換局にＶＭＳを通報する
着信移動通信交換局と、着信移動通信交換局からＶＭＳの要請を受けて、着信移動通信交
換局及び発信移動通信交換局を用いて発信端末機に未応答メッセージを送信するＶＭＳサ
ーバと、を含み、発信端末機は、リングバックトーン開始メッセージを受信すると、既格
納されたリングバックトーン代替音音源を検索できる場合には、リングバックトーン代替
音音源を検索して選択した後、選択されたリングバックトーン代替音音源をオーディオコ
ーデックを用いて再生し、リングバックトーン中断メッセージを受信すると、音声コーデ
ックを用いて音声通話のための音及び未応答メッセージを再生するように構成されており
、さらに、発信端末機は、リングバックトーン開始メッセージを受信した後、リングバッ
クトーン代替音音源を検索できない場合には、移動通信網から受信した信号を音声コーデ
ックで処理することを特徴とするリングバックトーン代替音サービス提供システムを提供
する。 
【００１８】
 
【００１９】
 
【００２０】
　また、本発明の更に他の目的によると、ＲＦ信号を送受信するアンテナ、アンテナを用
いて移動通信網との移動通信を遂行する移動通信処理部、及び音声または音源を出力する
スピーカを含み、音声または音源を再生する移動通信端末機であって、多数個のリングバ
ックトーン代替音音源を格納するメモリと、オーディオコーデックを備えてリングバック
トーン代替音音源をオーディオコーデックでデコーディングし再生するオーディオコーデ
ック部と、音声コーデックを備えて音声を音声コーデックでデコーディングし再生する音
声コーデック部と、移動通信網に着信端末機と音声通話のために発信した後、移動通信網
からリングバックトーン区間の開始を知らせるリングバックトーン開始メッセージを受信
すると、オーディオコーデック部をしてオーディオコーデックを活性化するように制御し
、メモリに既格納されたリングバックトーン代替音音源を検索できる場合には、リングバ
ックトーン代替音音源を検索して選択した後、選択されたリングバックトーン代替音音源
をオーディオコーデックを用いてデコーディングし再生し、移動通信網からリングバック
トーン区間の終了を知らせるリングバックトーン中断メッセージを受信すると、音声コー
デック部をして音声コーデックを活性化するように制御し、移動通信網から受信する音声
または未応答メッセージを音声コーデックを用いてデコーディングし再生する制御部と、
を含み、制御部は、リングバックトーン開始メッセージを受信した後、リングバックトー
ン代替音音源を検索できない場合には、移動通信網から受信した信号を音声コーデックで
処理することを特徴とするリングバックトーン代替音を再生する移動通信端末機を提供す
る。 
【００２１】
　また、本発明の更に他の目的によると、アンテナ、移動通信処理部、スピーカ、メモリ
、オーディオコーデック部、音声コーデック部、及び制御部を含む移動通信端末機におい
て、移動通信網から受信する音声または音源を再生する方法であって、（ａ）移動通信網
に発信し、音声コーデックを活性化して、移動通信網から受信した信号を音声コーデック
で処理するステップと、（ｂ）移動通信網からリングバックトーン区間の開始を知らせる
リングバックトーン開始メッセージを受信すると、既格納されたリングバックトーン代替
音音源が検索されるか否かを確認するステップと、（ｃ）ステップ（ｂ）の確認の結果、
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リングバックトーン代替音音源が検索される場合に、リングバックトーン代替音音源を検
索して選択し、オーディオコーデックを活性化して、選択されたリングバックトーン代替
音音源をオーディオコーデックでデコーディングして再生するステップと、（ｄ）移動通
信網からリングバックトーン区間の終了を知らせるリングバックトーン中断メッセージを
受信すると、音声コーデックを活性化し、移動通信網から受信した信号を音声コーデック
で処理するステップと、を含み、ステップ（ｂ）の確認の結果、リングバックトーン代替
音音源を検索できない場合には、移動通信網から受信した信号を音声コーデックで処理す
ることを特徴とするリングバックトーン代替音再生方法を提供する。
【００２２】
【００２３】
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によると、移動通信端末機は、音声チャネルの環境に影響を受けず、高品質のリ
ングバックトーン代替音を再生することができる。
【００２５】
　また、リングバックトーン区間の開始とリングバックトーン区間の終了を移動通信網か
ら移動通信端末機に通報することにより、移動通信端末機でリングバックトーン代替音音
源と音声通話やボイスメッセージメッセージなどの音声を安定的に再生することができる
。
【００２６】
　また、移動通信網では、着信番号に誤りがあったり、着信者が応答しない場合のような
例外的な状況でも、リングバックトーン区間の開始とリングバックトーン区間の終了を移
動通信端末機に通報できるので、安定したリングバックトーン代替音サービスを提供する
ことができる。
【００２７】
　また、移動通信端末機が外部からダウンロードした多様なフォーマットの音源をリング
バックトーン代替音に再生することができ、正当な使用権がない音源の場合、リングバッ
クトーン代替音に再生できないように認証手続きを備えて、不法な音源がリングバックト
ーン代替音として再生されることを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明の好ましい実施形態を添付した図面を参照しつつ詳細に説明する。まず、
各図面の構成要素への参照符号の付加において、同一な構成要素に対しては、たとえ他の
図面上に表示されてもできる限り同一な符号が与えられていることに留意しなければなら
ない。また、本発明の説明において、関連した公知構成または機能に対する具体的な説明
が本発明の要旨を曖昧にすることができると判断される場合にはその詳細な説明は省略す
る。
【００２９】
　図２は、本発明の第１実施形態に係るリングバックトーン代替音サービス提供システム
を簡略に示すブロック構成図である。
【００３０】
　本発明の第１実施形態に係るリングバックトーン代替音サービス提供システムは、発信
端末機２１０、着信端末機２１２、発信無線基地局２２０、着信無線基地局２２２、発信
移動通信交換局（Mobile Switching Center；以下、‘ＭＳＣ’と称する）２３０、着信
ＭＳＣ２３２、ホーム位置登録器（Home LocationRegister；以下、‘ＨＬＲ’と称する
）２４０、及びボイスメッセージサービス（Voice Message Service；以下、‘ＶＭＳ’
と称する）サーバ２５０を含む。
【００３１】
　以下では、説明の便宜のために必要に従い、発信無線基地局２２０、着信無線基地局２
２２、発信ＭＳＣ２３０、着信ＭＳＣ２３２、ＨＬＲ２４０、及びＶＭＳサーバ２５０を
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含んで、発信端末機１１０及び着信端末機１１２に、音声通話サービス、無線データサー
ビス、リングバックトーン代替音サービス、及びボイスメッセージサービスを含む移動通
信サービスを提供する通信網を移動通信網と称する。
【００３２】
　発信端末機２１０及び着信端末機２１２は、移動通信網を用いて各移動通信端末機の相
互間に、または公衆交換電話網（図示せず）を通じた一般有線電話機と音声通話を遂行す
る移動通信端末機である。ここで、移動通信端末機は、ＰＤＡ（Personal Digital Assis
tant）、セルラーフォン、ＰＣＳ（Personal Communication Service）フォン、ハンドヘ
ルドＰＣ（Hand-Held PC）、ＧＳＭ（Global System for Mobile）フォン、ＷＣＤＭＡ（
Wideband CDMA）フォン、ＣＤＭＡ－２０００フォン、ＭＢＳ（Mobile Broadband System
）フォンなどを含む。ここで、ＭＢＳフォンは現在論議されている第４世代のシステムで
使われる携帯電話をいう。
【００３３】
　本発明の第１実施形態に係る発信端末機２１０は、着信端末機２１２を使用する着信者
と音声通話をしようとする発信者が使用する移動通信端末機であって、移動通信網が提供
する移動通信サービスを用いてネットワーク上の特定のサーバに接続して音声コーデック
またはオーディオコーデックでエンコーディングされたリングバックトーン代替音音源を
ダウンロードして格納し、発信者のキー入力により移動通信網に発信した後、移動通信網
からリングバックトーン区間の開始を知らせるリングバックトーン開始メッセージとリン
グバックトーン区間の終了を知らせるリングバックトーン中断メッセージを受信して、該
当メッセージに従い音声コーデックとオーディオコーデックを活性化した後、音声、ボイ
スメッセージメッセージ（未応答メッセージ等）と音声コーデックでエンコーディングさ
れたリングバックトーン代替音音源及びオーディオコーデックでエンコーディングされた
リングバックトーン代替音音源をデコーディングして再生する。
【００３４】
　即ち、本発明の第１実施形態に係る発信端末機２１０は、移動通信網からリングバック
トーン開始メッセージを受信すると、オーディオコーデックを活性化して、既格納された
リングバックトーン代替音音源をオーディオコーデックでデコーディングし再生し、移動
通信網からリングバックトーン中断メッセージを受信すると、音声コーデックを活性化し
て移動通信網から受信する音声またはボイスメッセージなどを音声コーデックでデコーデ
ィングし再生する。
【００３５】
　本発明の第１実施形態に係る着信端末機１１２は、着信者が使用する移動通信端末機で
あって、着信ＭＳＣ２３２からページングを受信して着信者の選択に従いページングに対
する応答を着信ＭＳＣ２３２に通報する。
【００３６】
　発信無線基地局２２０及び着信無線基地局２２２は、各々基地局（Base-station Trans
mission System：ＢＴＳ）及び基地局制御器（Base Station Controller：ＢＳＣ）を含
む移動通信網の無線基地局であって、発信端末機２１０及び着信端末機２１２に無線チャ
ネルを割り当てて、発信端末機２１０及び着信端末機２１２と、発信ＭＳＣ２３０及び着
信ＭＳＣ２３２との間に送受信される信号及びデータを中継する。
【００３７】
　発信ＭＳＣ２３０及び着信ＭＳＣ２３２は、基本及び付加サービス処理、加入者の着信
及び発信呼処理、位置登録手続き、及びハンドオフ手続き処理、他網との連動機能などを
遂行する移動通信網の移動通信交換局であって、各々ＨＬＲ２４０を用いて発信端末機２
１０、着信端末機２１２の移動通信加入者である発信者、着信者に対する情報及び各移動
通信端末機の位置情報及び状態情報を把握する。
【００３８】
　本発明の第１実施形態に係る発信ＭＳＣ２３０は、発信端末機２１０から着信端末機２
１２の電話番号、即ち、着信番号を受信すると共に、発信の要請を受けると、発信無線基
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地局２２０を用いて発信端末機２１０に無線チャネルを割り当てて、ＨＬＲ２４０を用い
て着信端末機２１２の位置を照会して着信ＭＳＣ２３２に対するルーティング情報を獲得
する。
【００３９】
　また、本発明の第１実施形態に係る発信ＭＳＣ２３０は、着信番号に誤りがあるか否か
を確認して、着信番号に誤りがある場合には着信番号に誤りがあることを知らせる誤りメ
ッセージを発信端末機２１０へ送信し、着信番号に誤りがない場合にはリングバックトー
ン区間の開始であることを知らせるリングバックトーン開始メッセージを発信端末機２１
０へ送信する。ここで、着信番号の誤りとは、着信番号が移動通信網や有線電話網の電話
番号体系に適していない場合、または電話番号体系に適しているが該当電話番号が使われ
ていない場合などをいう。
【００４０】
　また、本発明の第１実施形態に係る発信ＭＳＣ２３０は、発信を処理するために着信Ｍ
ＳＣ２３２に呼設定を要請し、着信端末機２１２が応答して着信ＭＳＣ２３２と呼設定が
完了すると、発信端末機２１０にリングバックトーン区間の終了を知らせるリングバック
トーン中断メッセージを送信する。
【００４１】
　一方、本発明の第１実施形態に係る発信ＭＳＣ２３０は、発信を処理するために着信Ｍ
ＳＣ２３２に呼設定を要請したが、着信端末機２１２が応答しなくて、着信ＭＳＣ２３２
からＶＭＳが提供されることを知らせるＶＭＳ開始の通報を受けると、発信端末機２１０
へ前述したリングバックトーン中断メッセージを送信する。
【００４２】
　本発明の第１実施形態に係る着信ＭＳＣ２３２は、発信ＭＳＣ２３０から呼設定の要請
を受ければ着信端末機２１２をページングし、着信端末機２１２がページングに応答した
か否かを確認して、ページングに応答する場合には発信ＭＳＣ２３０に応答することを知
らせると共に、発信ＭＳＣ２３０と呼設定を完了する。
【００４３】
　しかしながら、本発明の第１実施形態に係る着信ＭＳＣ２３２は、着信端末機２１２が
ページングに応答しない場合には、既設定された待機時間を超過したか否か、即ち、着信
端末機２１２をページングした後から経過した時間が既設定された待機時間を超過したか
否かを確認して、待機時間を超過した場合にはＶＭＳサーバ２５０にＶＭＳを要請し、発
信ＭＳＣ２３０にＶＭＳ開始を通報する。ここで、待機時間を超過したか否かを確認する
ことは選択的に遂行することもでき、待機時間は１分のような一定時間になることができ
る。
【００４４】
　ＨＬＲ２４０は、移動通信加入者の加入者情報に関するサービスプロファイルを格納し
ているデータベースであって、各移動通信端末機の登録認識、登録削除、位置確認などの
機能を遂行し、各移動通信端末機を使用する移動通信加入者の電話番号を始めとして端末
機識別番号（Mobile Identification Number：ＭＩＮ）、端末機固有番号（Electronic S
erial Number：ＥＳＮ）、リングバックトーン代替音サービスの加入の可否など、サービ
ス種類に対する情報などを格納する。
【００４５】
　ＶＭＳサーバ２５０は、音声を用いる電子メールサービスであるＶＭＳを提供するサー
バである。ここで、ＶＭＳとは、発信端末機２１０が着信端末機２１２との音声通話を要
請したが、着信者が不在中の場合、音声案内メッセージを発信端末機２１０へ送信した後
、選択的に音声メッセージを格納するようにし、着信者が音声通話が可能な時に着信者が
音声メッセージを聴取できるようにするサービスをいう。
【００４６】
　本発明の好ましい実施形態に係るＶＭＳサーバ２５０は、着信ＭＳＣ２３２からＶＭＳ
の要請を受けると、着信端末機２１２が応答しないこと、即ち、未応答事実を知らせる未
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応答メッセージを着信ＭＳＣ２３２と発信ＭＳＣ２３０とを通じて発信端末機２１０へ送
信する。
【００４７】
　図３ａ及び図３ｂは、本発明の第１実施形態に係るリングバックトーン代替音サービス
提供方法を説明するためのフローチャートである。
【００４８】
　以下では、図２で説明した本発明の第１実施形態に係るリングバックトーン代替音サー
ビス提供システムを用いて発信端末機２１０にリングバックトーン代替音サービスを提供
する方法について説明する。
【００４９】
　発信端末機２１０が着信端末機２１２と音声通話を遂行するために発信すると（Ｓ３０
２）、発信ＭＳＣ２３０は発信端末機２１０に無線チャネルを割り当てて（Ｓ３０４）、
ＨＬＲ２４０を用いて着信端末機２１２の位置を照会して（Ｓ３０６）、着信ＭＳＣ２３
２に対するルーティング情報を獲得する。
【００５０】
　以後、発信ＭＳＣ２３０は、発信端末機２１０が発信しながら送信した着信番号を分析
して着信番号に誤りがあるか否かを確認して（Ｓ３０８）、着信番号に誤りがある場合に
は発信端末機２１０へ誤りメッセージを送信し（Ｓ３１０）、発信端末機２１０は誤りメ
ッセージを受信して再生した後、発信を終了する（Ｓ３１２）。
【００５１】
　一方、発信ＭＳＣ２３０は着信番号に誤りがない場合には発信端末機２１０にリングバ
ックトーン開始メッセージを送信し（Ｓ３１４）、リングバックトーン開始メッセージを
受信した発信端末機２１０は、具備したオーディオコーデックを活性化し、既格納したリ
ングバックトーン代替音音源を検索して選択し、オーディオコーデックを用いて再生する
（Ｓ３１８）。また、発信ＭＳＣ２３０は発信を処理するために、着信ＭＳＣ２３２に呼
設定を要請し（Ｓ３２０）、着信ＭＳＣ２３２は着信端末機２１２をページングする（Ｓ
３２２）。
【００５２】
　着信端末機２１２をページングした着信ＭＳＣ２３２は、着信端末機２１２からページ
ングに対する応答があるか否かを確認して（Ｓ３２４）、着信端末機２１２がページング
に対して応答すれば発信ＭＳＣ２３０と呼設定を完了し（Ｓ３３６）、発信ＭＳＣ２３０
は発信端末機２１０へリングバックトーン中断メッセージを送信する（Ｓ３２８）。リン
グバックトーン中断メッセージを受信した発信端末機２１０は、リングバックトーン代替
音音源の再生を中断し（Ｓ３３０）、音声コーデックを活性化する（Ｓ３３２）。
【００５３】
　一方、着信ＭＳＣ２３２は、ステップＳ３２４のように確認した結果、着信端末機２１
２からページングに対する応答がない場合には、既設定された待機時間を超過したか否か
を確認し（Ｓ３３４）、待機時間を超過していない場合にはまたページングに対する応答
があるか否かを確認し、待機時間を超過した場合にはＶＭＳサーバ２５０にＶＭＳを要請
し（Ｓ３３６）、発信ＭＳＣ２３０にＶＭＳの開始を通報する（Ｓ３３８）。
【００５４】
　ＶＭＳの開始の通報を受けた発信ＭＳＣ２３０は、発信端末機２１０へリングバックト
ーン中断メッセージを送信し（Ｓ３４０）、発信端末機２１０は、ステップＳ３１８で遂
行したリングバックトーン代替音音源の再生を中断し（Ｓ３４２）、音声コーデックを活
性化する（Ｓ３４４）。そして、ステップＳ３３６で、着信ＭＳＣ２３２からＶＭＳの要
請を受けたＶＭＳサーバ２５０は、着信ＭＳＣ２３２と発信ＭＳＣ２３０を通じて発信端
末機２１０へ未応答メッセージを送信し（Ｓ３４６）、発信端末機２１０は活性化された
音声コーデックで未応答メッセージをデコーディングして再生した後、発信を終了する（
Ｓ３４８）。
【００５５】
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　以上、説明したように、本発明の第１実施形態に係るリングバックトーン代替音サービ
ス提供システム及び方法は、発信端末機２１０で予めダウンロードして格納したオーディ
オコーデックでエンコーディングしたリングバックトーン代替音音源を安定的に再生でき
るように、移動通信網で着信番号の誤りの可否、着信者の応答の可否などを把握して、そ
れによってリングバックトーン区間の開始と終了を知らせるメッセージ（リングバックト
ーン開始メッセージ及びリングバックトーン中断メッセージ）を送信することで、発信端
末機２１０で音声コーデックとオーディオコーデックを適切に活性化して、オーディオコ
ーデックでリングバックトーン代替音音源を、そして音声コーデックで音声及び未応答メ
ッセージをデコーディングし再生できるようにすることができる。
【００５６】
　一方、図２及び図３で説明したような本発明の第１実施形態に係るリングバックトーン
代替音サービス提供システム及び方法は、発信ＭＳＣ２３０及び着信ＭＳＣ２３２で全体
的な処理を主管する。このような場合、移動通信網の数多いＭＳＣをアップデートしなけ
ればならないので、前述したサービスを提供することに大きい投資をしなければならない
ことがある。
【００５７】
　以下、図４及び図５による本発明の第２実施形態として、ＭＳＣのアップデートを最小
化できるように、インテリジェントネットワークを用いるリングバックトーン代替音サー
ビス提供システム及び方法について説明する。
【００５８】
　図４は、本発明の第２実施形態に係るインテリジェントネットワークを用いるリングバ
ックトーン代替音サービス提供システムを簡略に示すブロック構成図である。
【００５９】
　本発明の第２実施形態に係るインテリジェントネットワークを用いるリングバックトー
ン代替音サービス提供システムは、図２で説明した発信端末機２１０、着信端末機２１２
、発信無線基地局２２０、着信無線基地局２２２、発信ＭＳＣ２３０、着信ＭＳＣ２３２
、ＨＬＲ２４０、及びＶＭＳサーバ２５０を含むだけでなく、インテリジェントネットワ
ークを構成するサービススイッチングポイント（Service Switching Point；以下、‘Ｓ
ＳＰ’と称する）４１０及びサービス制御ポイント（Service Control Point；以下、‘
ＳＣＰ’と称する）４２０をさらに含む。
【００６０】
　以下、発信端末機２１０、着信端末機２１２、発信無線基地局２２０、着信無線基地局
２２２、ＨＬＲ２４０、及びＶＭＳサーバ２５０については、図２の説明で説明したので
、重複する説明を避けるために詳細な説明を省略する。また、発信ＭＳＣ２３０及び着信
ＭＳＣ２３２については、重複する説明の避けるために、図４の説明過程で第１実施形態
と異なる点のみを説明する。
【００６１】
　本発明の第２実施形態に係るＳＳＰ４１０は、一般呼処理のうち、インテリジェントネ
ットワークサービスを認知してＳＣＰ４２０に伝達する機能を遂行するインテリジェント
ネットワークの装置であって、着信ＭＳＣ２３２からサービストリガーの通報を受けると
、ＳＣＰ４２０にサービスを要求して、それに対する応答を受けて、該当サービスを表す
サービス指示子、即ち、リングバックトーンサービス指示子及びＶＭＳ指示子を着信ＭＳ
Ｃ２３２へ送信する。
【００６２】
　本発明の第２実施形態に係るＳＣＰ４２０は、多様なサービスに対する応用ロジック、
及びそのためのデータを保有してサービス制御器能を遂行するインテリジェントネットワ
ークの装置であって、ＳＳＰ４１０からサービスの要請を受けると、格納したデータを分
析し、応用ロジックを用いて該当サービスを決定し、それに対する応答をＳＳＰ４１０へ
伝達する。即ち、ＳＣＰ４２０は、ＳＳＰ４１０からサービスの要請を受けると、該当加
入者がリングバックトーン代替音サービスに加入したか否か、またはＶＭＳサービスに加
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入したか否かを確認して、ＳＳＰ４１０に応答する。
【００６３】
　図５ａ及び図５ｂは、本発明の第２実施形態に係るリングバックトーン代替音サービス
提供方法を説明するためのフローチャートである。
【００６４】
　以下、図４の説明で説明した本発明の第２実施形態に係るリングバックトーン代替音サ
ービス提供システムを用いてリングバックトーン代替音サービス提供方法を説明する。
【００６５】
　ステップＳ５０２乃至ステップＳ５１２までは、図３の説明で説明したステップＳ３０
２乃至ステップＳ３１２と同一であるので、詳細な説明は省略する。
【００６６】
　発信ＭＳＣ２３０は、ステップＳ５０８で確認した結果、着信番号に誤りがない場合に
は発信を処理するために着信ＭＳＣ２３２に呼設定を要請し（Ｓ５１４）、着信ＭＳＣ２
３２はインテリジェントネットワークにサービス処理を要請するためにサービストリガー
を通報する（Ｓ５１６）。
【００６７】
　サービストリガーの通報を受けたＳＳＰ４１０は、該当サービスを問い合わせるために
ＳＣＰ４２０にサービスを要求し（Ｓ５１８）、ＳＣＰ４２０は要求を受けたサービスを
確認して、該当サービスがリングバックトーン代替音サービスであることを表すサービス
応答をＳＳＰ４１０に通報し（Ｓ５２０）、通報を受けたＳＳＰ４１０は、発信者または
着信者がリングバックトーン代替音サービスに加入されていることを知らせるリングバッ
クトーンサービス指示子を着信ＭＳＣ２３２へ送信する（Ｓ５２２）。リングバックトー
ンサービス指示子を受信した着信ＭＳＣ２３２は、発信ＭＳＣ２３０に中継し（Ｓ５２４
）、発信ＭＳＣ２３０はリングバックトーン開始メッセージを送信する（Ｓ５２６）。
【００６８】
　リングバックトーン開始メッセージを受信した発信端末機２１０は、オーディオコーデ
ックを活性化し（Ｓ５２８）、既格納されたリングバックトーン代替音音源を選択してオ
ーディオコーデックでデコーディングし再生する（Ｓ５３０）。
【００６９】
　一方、ステップＳ５２６で、リングバックトーン開始メッセージを送信した発信ＭＳＣ
２３０は、着信ＭＳＣ２３２に着信端末機２１２をページングすることを要請し（Ｓ５３
２）、着信ＭＳＣ２３２は着信端末機２１２をページングし（Ｓ５３４）、着信端末機２
１２がページングに応答するか否かを確認する（Ｓ５３６）。
【００７０】
　着信ＭＳＣ２３２は、ステップＳ５３６の確認の結果、着信端末機２１２がページング
に応答する場合には、ＳＳＰ４１０に着信者が応答したことを通報し（Ｓ５３８）、ＳＳ
Ｐ４１０はこれをＳＣＰ４２０に伝達し（Ｓ５４０）、ＳＣＰ４２０は着信者が応答した
ことを認知して発信端末機２１０と着信端末機２１２との間の呼を連結することを要請し
（Ｓ５４２）、ＳＳＰ４１０はこれを着信ＭＳＣ２３２に伝達する（Ｓ５４４）。
【００７１】
　発信端末機２１０と着信端末機２１２との間の呼の連結の要請を受けた着信ＭＳＣ２３
２は、発信ＭＳＣ２３０に呼設定完了を通報し（Ｓ５４６）、発信ＭＳＣ２３０は発信端
末機２１０にリングバックトーン中断メッセージを送信する（Ｓ５４８）。リングバック
トーン中断メッセージを受信した発信端末機２１０は、リングバックトーン代替音音源の
再生を中断し（Ｓ５５０）、音声コーデックを活性化した後（Ｓ５５２）、音声コーデッ
クで音声通話のための音声をデコーディングして再生することによって、着信端末機２１
２との音声通話を遂行する（Ｓ５５３）。
【００７２】
　一方、着信ＭＳＣ２３２は、ステップＳ５３６のような確認の結果、着信端末機２１２
がページングに対して応答しない場合には、既設定された待機時間を超過したか否かを確
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認する（Ｓ５５４）。着信ＭＳＣ２３２は、ステップＳ５５４で確認した結果、待機時間
を超過していない場合には、また着信端末機２１２がページングに対して応答するか否か
を確認し、待機時間を超過した場合にはＳＳＰ４１０にサービストリガーを通報する（Ｓ
５５６）。
【００７３】
　サービストリガーの通報を受けたＳＳＰ４１０は、ＳＣＰ４２０に該当サービスを問い
合わせるためにＳＣＰ４２０にサービスを要求し（Ｓ５５８）、ＳＣＰ４２０は要求を受
けたサービスを確認して該当サービスがＶＭＳであることを表すサービス応答をＳＳＰ４
１０に通報し（Ｓ５６０）、これを通報受けたＳＳＰ４１０は、発信者または着信者がＶ
ＭＳに加入されていることを知らせるＶＭＳ指示子を着信ＭＳＣ２３２へ送信する（Ｓ５
６２）。
【００７４】
　ＶＭＳ指示子を受信した着信ＭＳＣ２３２は、ＶＭＳサーバ２５０で発信端末機２１０
にＶＭＳを提供することを要請し（Ｓ５６４）、発信ＭＳＣ２３０で中継し（Ｓ５６６）
、発信ＭＳＣ２３０はリングバックトーン中断メッセージを送信する（Ｓ５６８）。リン
グバックトーン中断メッセージを受信した発信端末機２１０は、リングバックトーン代替
音音源の再生を中断し（Ｓ５７０）、音声コーデックを活性化する（Ｓ５７２）。
【００７５】
　そして、ステップＳ５６４でＶＭＳを提供することを要請受けたＶＭＳサーバ２５０は
、未応答メッセージを発信端末機２１０へ送信し（Ｓ５７４）、発信端末機２１０は、活
性化した音声コーデックで音声メッセージである未応答メッセージをデコーディングして
再生し、発信を終了する（Ｓ５７６）。
【００７６】
　以上、説明したように、本発明の第２実施形態によると、リングバックトーン代替音サ
ービスを提供するにあたって、インテリジェントネットワークを活用してＭＳＣのアップ
デートを最小化することができる。
【００７７】
　以上、図３乃至図５を通じて本発明の第１実施形態及び第２実施形態として、移動通信
網から発信端末機２１０にリングバックトーン区間の開始及び終了を知らせる制御メッセ
ージを送信して、発信端末機２１０が安定的にリングバックトーン代替音音源を再生し、
音声通話サービスとＶＭＳを利用できるようにすることについて説明した。
【００７８】
　以下では、図６及び図７を通じて本発明の第３実施形態として、前述したように、移動
通信網でリングバックトーン区間の開始と終了を知らせる制御メッセージを送信する場合
、これを用いてリングバックトーン代替音音源と音声及び音声メッセージを安定的に再生
できる移動通信端末機とそのための方法について説明する。
【００７９】
　図６は、本発明の第３実施形態に係るリングバックトーン代替音を再生する移動通信端
末機を簡略に示すブロック構成図である。
【００８０】
　本発明の第３実施形態に係るリングバックトーン代替音を再生する移動通信端末機は、
アンテナ６１０、移動通信処理部６２０、制御部６３０、メモリ６４０、オーディオコー
デック部６５０、音声コーデック部６６０、及びスピーカ６７０を含む。本発明の第３実
施形態に係るリングバックトーン代替音を再生する移動通信端末機は、図２または図４で
は発信端末機１１０で具現できるので、以下では発信端末機１１０と称する。
【００８１】
　アンテナ６１０は、空気中を通じて移動通信網とＲＦ信号である移動通信信号を送受信
する役目を遂行する。
【００８２】
　移動通信処理部６２０は、ＲＦ信号を復調して復調信号を生成し、無線チャネルを復調
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して信号とデータとを分離するＲＦ信号処理手段と、ディジタル－アナログ変換及びアナ
ログ－ディジタル変換処理などの機能と高周波の信号を基底帯域の信号に変換したり、基
底帯域の信号を高周波の信号に変換する機能を遂行するベースバンド変換手段とを含んで
移動通信網と移動通信を遂行する。
【００８３】
　制御部６３０は、発信端末機１１０の全般的な動作を制御するマイクロプロセッサのよ
うな制御手段である。本発明の第３実施形態に係る制御部６３０は、移動通信処理部６２
０を通じて移動通信信号を受信すると、移動通信信号を分析して移動通信信号が信号メッ
セージであるリングバックトーン開始メッセージである場合には、オーディオコーデック
部６５０を制御してオーディオコーデックを活性化するように制御し、メモリに既格納さ
れたリングバックトーン代替音音源を任意に選択したり、リングバックトーン代替音とし
て既設定されたリングバックトーン代替音音源をオーディオコーデック部６５０に伝達し
て、オーディオコーデック部６５０をして活性化したオーディオコーデックでデコーディ
ングして再生するように制御する。
【００８４】
　また、制御部６３０は、リングバックトーン中断メッセージを受信した場合、音声コー
デック部６６０を制御して、各々オーディオコーデックまたは音声コーデックを活性化す
るように制御し、移動通信処理部６２０を通じて移動通信網から受信した移動通信信号、
即ち、音声または音声メッセージである未応答メッセージを音声コーデック部６６０に伝
達して、音声コーデック部６６０をして活性化した音声コーデックでデコーディングして
再生するように制御する。
【００８５】
　また、制御部６３０は、発信者の選択に従い移動通信網が提供する無線データサービス
を用いてネットワーク上の特定サーバに接続して、多数個のリングバックトーン代替音音
源をダウンロードしメモリに格納する。
【００８６】
　メモリ６４０は、データ格納手段としてＲＡＭ（Random Access Memory）またはフラッ
シュメモリ（Flash Memory）などで具現されることができ、制御部６３０により実行され
て発信端末機１１０の動作を制御する駆動ソフトウェア及びそのために必要とされるデー
タなどを格納し、発信端末機１１０で利用する多様な機能の付加機能を遂行する付加ソフ
トウェアと発信者から入力されアップロードされたユーザデータなどを格納する。本発明
の第３実施形態に係るメモリ６４０は、ネットワーク上の特定サーバからダウンロードし
た少なくとも一つ以上のリングバックトーン代替音音源を格納する。
【００８７】
　オーディオコーデック部６５０は、ソフトウェアまたはハードウェアで具現されたオー
ディオコーデック（例えば、ＭＰ３、ＡＡＣ＋、ＡＭＲ－ＷＢ等）を備えて、制御部６３
０の制御に従いオーディオコーデックを活性化または非活性化し、オーディオコーデック
を活性化した後、リングバックトーン代替音音源が伝達されると、活性化したオーディオ
コーデックを用いてリングバックトーン代替音音源をデコーディングしてスピーカ６７０
を介して再生する。
【００８８】
　音声コーデック部６６０は、ソフトウェアまたはハードウェアで具現された音声コーデ
ック（例えば、ＥＶＲＣ等）を備えて、制御部６３０の制御に従い音声コーデックを活性
化または非活性し、音声コーデックを活性化した後、移動通信網から受信した信号、即ち
、音声または未応答メッセージを受信すると、活性化した音声コーデックを用いて音声ま
たは未応答メッセージをデコーディングしてスピーカ６７０を介して再生する。
【００８９】
　スピーカ６７０は、電気信号を可聴音で出力する出力手段である。
【００９０】
　図７は、本発明の第３実施形態に係るリングバックトーン代替音を再生する方法を説明
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するためのフローチャートである。
【００９１】
　発信者が着信者との通話のために発信端末機２１０を操作すると、発信端末機２１０は
移動通信網に発信する（Ｓ７０２）。発信した発信端末機２１０は、音声コーデックを活
性化し（Ｓ７０４）、移動通信網から受信する信号を活性化した音声コーデックを用いて
処理する（Ｓ７０６）。
【００９２】
　そして、発信端末機２１０は、移動通信網からリングバックトーン区間の開始を知らせ
るリングバックトーン開始メッセージを受信するか否かを確認して（Ｓ７０８）、リング
バックトーン開始メッセージを受信しない場合には、ステップＳ７０６のように引続き音
声コーデックで処理し、リングバックトーン開始メッセージを受信した場合には、メモリ
６４０でリングバックトーン代替音音源を検索して（Ｓ７１０）音源を選択する。ここで
、発信端末機２１０がリングバックトーン代替音音源を選択する方法は多様に具現される
ことができる。即ち、メモリ６４０に一つのリングバックトーン代替音音源のみ格納され
た場合には、その音源のみを選択し、多数個のリングバックトーン代替音音源が格納され
た場合には、多数個のリングバックトーン代替音音源のうち、予め発信者により設定され
たリングバックトーン代替音音源を選択したり、多数個のリングバックトーン代替音音源
のうち、特定のリングバックトーン代替音音源を任意に選択することができる。
【００９３】
　この際、メモリ６４０にリングバックトーン代替音音源が一つも格納されていない場合
が発生することがある。したがって、発信端末機２１０はリングバックトーン代替音音源
が選択されたか否かを確認する（Ｓ７１２）。
【００９４】
　発信端末機２１０は、ステップＳ７１２で確認した結果、リングバックトーン代替音音
源が選択されていない場合には、ステップＳ７０４で活性化した音声コーデックをそのま
ま続けて活性化して、移動通信網から受信した信号を音声コーデックを用いて処理し（Ｓ
７１４）、ステップＳ７２６に進行する。
【００９５】
　また、発信端末機２１０は、ステップＳ７１２で確認した結果、リングバックトーン代
替音音源が選択された場合には、オーディオコーデックを活性化し（Ｓ７１６）、選択さ
れたリングバックトーン代替音音源を活性化したオーディオコーデックを用いてデコーデ
ィングした後に再生する（Ｓ７１８）。この際、リングバックトーン代替音音源が再生さ
れる個所は、音声通話時に音声を聴取する受話器部分とすることが好ましい。
【００９６】
　リングバックトーン代替音音源をオーディオコーデックを用いてデコーディングし再生
する発信端末機２１０は、リングバックトーン中断メッセージを受信するか否かを確認す
る（Ｓ７２０）。これは、着信端末機２１２が応答して音声通話がなされたり、着信端末
機２１２が応答しなくてボイスメッセージサービスなどの音声サービスに切換されること
に対比するためである。
【００９７】
　発信端末機２１０は、ステップＳ７２０の確認の結果、リングバックトーン中断メッセ
ージを受信していない場合には、ステップＳ７１８のように続けてリングバックトーン代
替音音源を再生し、リングバックトーン中断メッセージを受信する場合には、音声コーデ
ックを活性化し（Ｓ７２２）、移動通信網から受信する信号、即ち、音声通話のための音
声やボイスメッセージサービスのための未応答メッセージなどを活性化した音声コーデッ
クを用いてデコーディングし再生する（Ｓ７２４）。
【００９８】
　そして、発信端末機２１０は、発信者により、または音声通話やボイスメッセージサー
ビスが終了されて発信が終了されるか否かを確認して（Ｓ７２６）、発信が終了されない
場合には、引続き音声コーデックを用いて移動通信網から受信する信号を処理し、発信が
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終了される場合には発信を中断する（Ｓ７２８）。
【００９９】
　以上、説明したように、本発明の第３実施形態に係るリングバックトーン代替音音源を
再生する端末機、即ち発信端末機２１０は、音声コーデックとオーディオコーデックを共
に備えて、オーディオコーデックでエンコーディングされた高品質のリングバックトーン
代替音音源をダウンロードして格納した後、移動通信網から受信する制御メッセージに従
い音声コーデックとオーディオコーデックを活性化することによって、高品質のリングバ
ックトーン代替音音源を安定的に再生することができる。
【０１００】
　図８は、本発明の第４実施形態に係るリングバックトーン代替音を再生する移動通信端
末機を簡略に示すブロック構成図である。
【０１０１】
　本発明の第４実施形態に係るリングバックトーン代替音を再生する移動通信端末機は、
図６を通じて前述した本発明の第３実施形態に係るリングバックトーン代替音を再生する
移動通信端末機の構成を全て含むだけでなく、音源変換部８２０をさらに含む。
【０１０２】
　ここで、アンテナ６１０、移動通信処理部６２０、メモリ６４０、オーディオコーデッ
ク部６５０、音声コーデック部６６０、及びスピーカ６７０は、図６を通じて前述したも
のと同一または類似の機能を遂行するので、それに対しては説明を省略する。但し、制御
部８１０は、図６を通じて前述した機能だけでなく、他の機能を遂行するので、以下では
制御部８１０の他の機能と音源変換部８２０について詳細に説明する。また、本発明の第
４実施形態に係るリングバックトーン代替音を再生する移動通信端末機は、図２または図
４では発信端末機１１０で具現できるので、以下では発信端末機１１０と称する。
【０１０３】
　制御部８１０は、全般的な動作を制御するマイクロプロセッサのような制御手段である
。本発明の第４実施形態に係る制御部８１０は、移動通信処理部６２０を用いて移動通信
網が提供する無線インターネットサービスを通じて音源ダウンロードサーバ８３０に接続
して、音源ダウンロードサーバ８３０から多様な種類の音源をダウンロードしてメモリ６
４０に格納する。
【０１０４】
　ここで、制御部８１０は、音源ダウンロードサーバ８３０から音源をダウンロードする
時、音源を個別的にダウンロードすることもできるが、音源がジャンル別にパッケージ（
Package）化した音源パッケージをダウンロードすることもできる。また、このような音
源はダウンロードされると、その期間に関わらず、永久的に使用できるように設定された
音源であることもでき、一定期間のみ使用できるように使用権を制約した音源であること
もできる。
【０１０５】
　また、制御部８１０は、発信端末機１１０を使用する移動通信加入者の操作に従い移動
通信網を介して音源ダウンロードサーバ８３０に接続して移動通信加入者により選択され
た音源をダウンロードできるだけでなく、移動通信加入者をして予めダウンロードしよう
とする音源、音源の種類または音源のジャンルなどを選択できるようにし、毎日または毎
週、一定時間（例えば、データ通話量が少ない最閑時等）に自動で音源ダウンロードサー
バ８３０に接続して、移動通信加入者により指定された音源、音源の種類または音源のジ
ャンルに該当する音源をダウンロードすることもできる。
【０１０６】
　また、本発明の第４実施形態に係る制御部８１０は、音源ダウンロードサーバ８３０か
らダウンロードしてメモリ６４０に格納した音源をリングバックトーン代替音音源に設定
するか否かを移動通信加入者に選択するようにして、格納した音源をリングバックトーン
代替音音源に設定する場合には、該当音源をリングバックトーン代替音として再生できる
か否かを確認して、リングバックトーン代替音音源に設定したり、該当音源をリングバッ
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クトーン代替音として再生できない場合には、音源変換部８２０を用いて該当音源をリン
グバックトーン代替音として再生できる音源に変換した後、リングバックトーン代替音音
源に設定する。
【０１０７】
　ここで、制御部８１０は、音源変換部８２０を用いてダウンロードした音源をリングバ
ックトーン代替音として再生できるように変換する過程で音源を認証することができる。
即ち、ダウンロードした音源が正当な使用権が与えていない不法な音源であることがある
ので、このような不法な音源がリングバックトーン代替音音源として設定されないように
、制御部８１０は自体の認証アルゴリズムまたは有線通信を用いて、連結されるユーザコ
ンピュータなどを通じて端末機製造社または音源製作社が運営する認証サーバに接続して
音源の使用権を認証する。したがって、制御部８１０は、音源の使用権を認証して認証に
成功した場合のみに該当音源をリングバックトーン代替音音源として設定することが好ま
しい。
【０１０８】
　また、制御部８１０は、ダウンロードした音源をリングバックトーン代替音音源として
設定する時、今後にリングバックトーン代替音として再生する音源があるか否かを容易に
検索するために、リングバックトーン代替音音源に設定した音源にフラグを付加して、フ
ラグにリングバックトーン代替音音源であることを表示する。
【０１０９】
　また、制御部８１０は、前述したように音源をダウンロードし、リングバックトーン代
替音音源として設定した後、メモリ６４０に格納した状態で、移動通信処理部６２０を通
じて移動通信信号を受信すると、移動通信信号を分析して移動通信信号が信号メッセージ
であるリングバックトーン開始メッセージである場合には、オーディオコーデック部６５
０を制御してオーディオコーデックを活性化するように制御し、メモリに既格納されたリ
ングバックトーン代替音音源を任意に選択したり、リングバックトーン代替音として既設
定されたリングバックトーン代替音音源をオーディオコーデック部６５０に伝達して、オ
ーディオコーデック部６５０をして活性化したオーディオコーデックでデコーディングし
て再生するように制御する。
【０１１０】
　また、制御部６３０は、リングバックトーン中断メッセージを受信した場合、音声コー
デック部６６０を制御して各々オーディオコーデックまたは音声コーデックを活性化する
ように制御し、移動通信処理部６２０を通じて移動通信網から受信した移動通信信号、即
ち、音声または音声メッセージである未応答メッセージを音声コーデック部６６０に伝達
して、音声コーデック部６６０をして活性化した音声コーデックでデコーディングして再
生するように制御する。
【０１１１】
　音源変換部８２０は、多様なフォーマットの音源をオーディオコーデック部６５０でリ
ングバックトーン代替音として再生できるフォーマットの音源に変換する変換手段である
。即ち、制御部８１０は、音源ダウンロードサーバ８３０から音源をダウンロードし、リ
ングバックトーン代替音音源として設定してメモリ６４０に格納するが、このような音源
は、制御部８１０がリングバックトーン開始メッセージを受信すると、オーディオコーデ
ック部６５０を用いて再生される。しかしながら、オーディオコーデック部６５０でサポ
ートするオーディオコーデックの種類と音源をエンコーディングしたオーディオコーデッ
クの種類が違うことがあるので、この場合、音源をデコーディングしてオーディオコーデ
ック部６５０でサポート可能なオーディオコーデックのうちの一つで音源をまたエンコー
ディングしなければならない。このような作業を音源変換部８２０で遂行する。
【０１１２】
　また、制御部８１０が音源ダウンロードサーバ８３０からダウンロードする音源は、リ
ングバックトーン代替音に再生するに適した音源でない。即ち、制御部８１０がダウンロ
ードする音源は、通常的に歌謡、ポップソング、クラシックなど、多様な種類の音楽にな
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ることができ、このような音楽は再生時間が相当に長くて、それによって音源のファイル
サイズも大きい。しかしながら、リングバックトーン代替音は相当に短い時間内に再生さ
れる特性があり、そのファイルサイズも小さいという特性がある。したがって、音源変換
部８２０は、音楽中の特定部分（移動通信加入者がリングバックトーン代替音として再生
しようとする部分）をリングバックトーン代替音に再生できるように、音源の再生時間フ
ァイルサイズなどを変換する。
【０１１３】
　一方、音源ダウンロードサーバ８３０は、多様な種類の音源を格納して音源を要請する
移動通信端末機などに音源をダウンロードしてくれるネットワークサーバの一つであって
、無線インターネットポータルサーバのような型式で具現されることができる。
【０１１４】
　図９は、本発明の第４実施形態に係るリングバックトーン代替音を再生する方法を説明
するためのフローチャートである。
【０１１５】
　発信端末機１１０の制御部８１０は、移動通信加入者の操作に従い、または予め設定さ
れた設定情報を確認して、周期的に音源ダウンロードサーバから音源をダウンロードして
メモリ６４０に格納する（Ｓ９１０）。
【０１１６】
　制御部８１０は、ダウンロードした音源をリングバックトーン代替音音源として設定す
るか否かを移動通信加入者から選択を受けて確認して（Ｓ９２０）、リングバックトーン
代替音音源に設定しない場合には、該当音源をメモリ６４０に格納し、リングバックトー
ン代替音音源に設定する場合には、該当音源をオーディオコーデック部６５０でリングバ
ックトーン代替音として再生できるか否かを確認する（Ｓ９３０）。
【０１１７】
　制御部８１０は、ステップＳ９３０の確認の結果、該当音源をリングバックトーン代替
音として再生できない場合には、音源変換部８２０を用いて該当音源をリングバックトー
ン代替音として再生できる音源に変換し（Ｓ９３２）、該当音源をリングバックトーン代
替音として再生できる場合には、該当音源をリングバックトーン代替音音源に設定する（
Ｓ９４０）。
【０１１８】
　ダウンロードした音源をリングバックトーン代替音音源に設定した制御部８１０は、発
信端末機１１０が発信して移動通信網との通信遂行中に、移動通信網からリングバックト
ーン開始メッセージを受信するか否かを確認して（Ｓ９５０）、リングバックトーン開始
メッセージを受信する場合には、メモリ６４０に格納された音源を検索してフラグにリン
グバックトーン代替音音源に設定された音源があるか否かを検索して、リングバックトー
ン代替音音源として設定された音源があればメモリ６４０に格納された音源をオーディオ
コーデック部６５０を用いて再生することによって、リングバックトーン代替音としてダ
ウンロードした音源を再生する（Ｓ９６０）。これをよって、発信端末機１１０は、ユー
ザが直接ダウンロードし、リングバックトーン代替音音源として設定してユーザ趣向に最
も適合し、オーディオコーデックを用いてリングバックトーン代替音を再生できるので、
高品質のリングバックトーン代替音サービスを提供することができる。
【０１１９】
　制御部８１０は、オーディオコーデック部６５０を用いてダウンロードした音源を再生
する間、移動通信網からリングバックトーン終了メッセージを受信するか否かを確認して
（Ｓ９７０）、リングバックトーン終了メッセージを受信する場合には、以後に移動通信
処理部６２０を通じて受信する全てのデータを音声コーデック部６６０を用いて再生する
（Ｓ９８０）。即ち、制御部８１０が移動通信網からリングバックトーン終了メッセージ
を受信した場合には、着信端末機２１２がページングに応答して着信したとか、着信端末
機２１２が未応答であるとか、電源が消えている等、応答できなくて移動通信網から未応
答メッセージを受信しなければならない場合であるので、着信端末機２１２から受信する
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音声またはＶＭＳサーバ２５０から受信する未応答メッセージを再生できるように、移動
通信処理部６２０から受信するデータの伝達経路をオーディオコーデック部６５０で制御
して、オーディオコーデック部６５０を用いて音声または未応答メッセージを再生する。
【０１２０】
　以上、説明したように、本発明の第４実施形態によると、ダウンロードして格納した音
源を認証及び変換手続きを経て発信端末機１１０でリングバックトーン代替音として再生
することができる。
【０１２１】
　以上の説明は、本発明を例示的に説明したことに過ぎないものであって、本発明が属す
る技術分野で通常の知識を有する者であれば、本発明の本質的な特性から外れない範囲で
多様な変形が可能である。したがって、本明細書に開示された実施形態は本発明を限定す
るためのものでなく、説明するためのものであり、このような実施形態により本発明の思
想と範囲が限るのではない。本発明の範囲は下記の請求範囲により解されなければならな
くて、それと同等な範囲内にある全ての技術は本発明の権利範囲に含まれることと解され
ているべきである。
【図面の簡単な説明】
【０１２２】
【図１】通常的なリングバックトーン代替音サービス提供方法を説明するためのフローチ
ャートである。
【図２】本発明の第１実施形態に係るリングバックトーン代替音サービス提供システムを
簡略に示すブロック構成図である。
【図３ａ】本発明の第１実施形態に係るリングバックトーン代替音サービス提供方法を説
明するためのフローチャートである。
【図３ｂ】本発明の第１実施形態に係るリングバックトーン代替音サービス提供方法を説
明するためのフローチャートである。
【図４】本発明の第２実施形態に係るリングバックトーン代替音サービス提供システムを
簡略に示すブロック構成図である。
【図５ａ】本発明の第２実施形態に係るリングバックトーン代替音サービス提供方法を説
明するためのフローチャートである。
【図５ｂ】本発明の第２実施形態に係るリングバックトーン代替音サービス提供方法を説
明するためのフローチャートである。
【図６】本発明の第３実施形態に係るリングバックトーン代替音を再生する移動通信端末
機を簡略に示すブロック構成図である。
【図７】本発明の第３実施形態に係るリングバックトーン代替音を再生する方法を説明す
るためのフローチャートである。
【図８】本発明の第４実施形態に係るリングバックトーン代替音を再生する移動通信端末
機を簡略に示すブロック構成図である。
【図９】本発明の第４実施形態に係るリングバックトーン代替音を再生する方法を説明す
るためのフローチャートである。
【符号の説明】
【０１２３】
２１０ 発信端末機
２１２ 着信端末機
２２０ 発信無線基地局
２２２ 着信無線基地局
２３０ 発信ＭＳＣ（発信移動通信交換局）
２３２ 着信ＭＳＣ（着信移動通信交換局）
２４０ ＨＬＲ
２５０ ＶＭＳサーバ
４１０ ＳＳＰ
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４２０ ＳＣＰ
６２０ 移動通信処理部
６３０ 制御部
６４０ メモリ
６５０ オーディオコーデック部
６６０ 音声コーデック部
６７０ スピーカ
 

【図１】 【図２】
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